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安
心
安
全
は
万
人
の
た
め

石井建築事務所社長　池田千博

鱈腹食う産地への旅を

山上　徹



中　　小　　企　　業
年の見通し

業
況
Ｄ
Ｉ

㌽
上
昇

日
本
公
庫

調

査
　

不
安
要
素
は「
消
費
低
迷
」

全国企業の
景　気　Ｄ　Ｉ

３
ヵ
月
連
続
で
改
善

帝
国
デ
ー
タ
調
査



月

分
　

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
低
下

サービス産業の売上高

宿泊業は．％減少
９月速報

内閣府
調 査　月の景気動向指数

ヵ月ぶり「改善」速
報
値

⑩

自治体は国際交流に本気を

需
要
状
況
Ｄ
Ｉ

宿
泊
業
は
低
下

　
宿
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
状
況

を
み
る
と
、
ロ
ビ
ー
や
客
室
な

ど
、
施
設
の
一
部
で
は
対
応
し

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
車
椅

子
の
お
客
さ
ま
が
来
館
さ
れ
た

と
き
か
ら
始
ま
る
全
体
的
な
動

線
を
考
え
る
と
、
ま
だ
不
備
な

部
分
が
多
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
身
障
者

や
高
齢
者
を
別
扱
い
す
る
よ
う

な
対
応
も
み
ら
れ
る
。悪
例
は
、

離
れ
た
場
所
に
車
椅
子
用
駐
車

場
を
設
け
、
車
椅
子
の
お
客
さ

ま
を
裏
口
の
よ
う
な
専
用
入
口

か
ら
通
す
ケ
ー
ス
だ
。
で
き
れ

ば
車
椅
子
用
駐
車
場
を
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
付
近
に
設
け
、
健
常
者

と
同
様
に
正
面
玄
関
か
ら
お
迎

え
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
の
が

望
ま
し
い
。

　
そ
の
場
合
、
駐
車
場
の
床
を

石
貼
り
に
し
て
機
能
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
し
つ
つ
も
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
の
庭
と
一
体
化
す
る

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
。
風
が
抜
け
る
開
け

た
庭
を
造
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
客
室
も
見
直
し
た
い
。
高
齢

者
に
支
障
に
な
り
が
ち
な
和
室

の
踏
込
段
差
は
、
上
り
框
の
横

に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
れ
ば
解

消
で
き
る
。
小
さ
な
段
差
は
上

下
段
が
同
系
色
だ
と
目
立
た

ず
、事
故
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

材
質
の
色
を
変
え
た
り
、
段
の

先
端
に
照
明
を
入
れ
る
の
も
い

い
。

　
ト
イ
レ
は
お
も
て
な
し
空
間

と
し
て
捉
え
、
間
接
照
明
や
ス

ラ
イ
ド
式
折
扉
を
採
用
す
る
な

ど
、
無
機
質
な
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
。

　
大
浴
場
で
は
、
誰
も
が
安
全

安
心
に
楽
し
め
る
よ
う
な
気
配

り
の
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
。
段

差
へ
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
、

各
浴
槽
の
縁
や
通
路
、
段
差
の

あ
る
箇
所
へ
の
手
す
り
の
設
置

な
ど
は
標
準
仕
様
と
し
て
考
え

た
い
。
床
は
水
や
石
鹸
水
に
よ

っ
て
常
に
転
倒
の
危
険
を
は
ら

ん
で
い
る
。
耐
久
性
を
考
慮
し

て
利
用
さ
れ
る
石
や
タ
イ
ル

も
、
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
に
よ

る
日
々
の
清
掃
や
人
体
の
油
脂

分
に
よ
っ
て
長
期
的
に
は
滑
り

や
す
く
な
る
。
ま
た
、
防
滑
性

を
重
視
す
る
ほ
ど
掃
除
が
し
づ

ら
く
、
素
足
の
歩
行
感
に
違
和

感
が
生
じ
て
い
く
。
そ
れ
だ
け

に
床
材
を
選
ぶ
際
に
は
、
特
性

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
石
材
は
バ
ー
ナ
ー
仕
上
げ
の

ミ
カ
ゲ
が
多
い
が
、
５
～

年

ほ
ど
で
滑
り
や
す
く
な
る
例
も

あ
る
た
め
小
叩
き
程
度
と
し
た

ほ
う
が
防
滑
効
果
が
長
引
く
。

既
設
の
床
の
改
善
策
と
し
て
は

ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
目
地
を
現
場
施

工
し
た
ほ
う
が
防
滑
に
は
確
実

だ
。

　
タ
イ
ル
は
既
製
品
か
ら
選
定

す
る
際
、
使
用
条
件
に
適
合
す

る
か
を
確
認
し
た
い
。
木
質
系

は
露
天
風
呂
に
多
い
木
材
の
す

の
こ
が
表
面
張
力
で
水
が
溜
ま

っ
た
状
態
に
な
る
の
で
、
板
幅

を
狭
く
す
る
、
溝
加
工
を
す
る

な
ど
、
防
滑
へ
の
注
意
を
払
い

た
い
。

　
人
工
木
材
を
採
用
す
る
場
合

は
、
貼
り
方
向
を
歩
く
方
向
に

対
し
て
溝
付
き
の
タ
イ
プ
に

し
、
可
能
な
ら
水
勾
配
を
取
る

よ
う
に
す
る
と
良
い
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
気
配
り

は
身
障
者
や
高
齢
者
の
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。
万
人
へ

の
安
心
安
全
も
大
切
な
も
て
な

し
と
考
え
た
い
。

　
（
談
）

　
魚
偏
に
雪
と
書
く
鱈た

ら

は
北
洋

の
魚
で
、
北
海
道
が
本
場
だ
。

塩
漬
け
の
た
ら
こ
は
マ
ダ
ラ
の

子
で
は
な
く
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

の
卵
巣
だ
。
鱈
は
冬
期
に
産
卵

す
る
。
鱈
の
産
卵
数
は
数
十
万

か
ら
数
百
万
個
に
及
ぶ
と
い
う

け
れ
ど
も
、
生
残
率
は
非
常
に

低
く
数
匹
と
い
う
。

　
鱈
の
由
来
は
雪
が
降
る
冬
の

時
節
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
で
あ

る
と
か
。
ま
た
、
鱈
の
腹
部
が

雪
の
よ
う
に
真
っ
白
な
た
め
、

血
が
足
ら
な
い
と
い
っ
た
説
な

ど
。

　
海
底
に
生
息
す
る
小
魚
な
ど

を
大
口
で
大
量
に
捕
食
す
る
こ

と
か
ら
大
口
魚
と
の
異
名
も
あ

る
。
ま
た
、
鱈
の
腹
部
が
膨
れ

て
い
る
の
で
、
鱈
腹
食
う
と
は

腹
一
杯
に
食
す
る
大
食
漢
を
意

味
す
る
。

　
京
都
の
知
恩
院
近
く
の
円
山

公
園
内
で
は
、
約
３
０
０
年
前

か
ら
伝
わ
る
「
い
も
ぼ
う
」
を

売
る
店
が
あ
る
。
初
代
平
野
権

太
夫
は
宮
家
に
仕
え
、
九
州
行

幸
の
お
供
の
際
、
唐
芋
と
い
う

芋
を
持
ち
帰
り
、
京
都
で
栽
培

し
た
の
が
海
老
芋
だ
。

　
こ
れ
と
北
海
道
産
の
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
の
棒
鱈
と
を
炊
き
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
お
い
し
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
京
都
は
内
陸
都
市
ゆ
え
に
、

物
流
が
不
便
で
鮮
魚
を
食
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
昔
か
ら
北
海

道
産
の
棒
鱈
な
ど
が
北
前
船
に

よ
り
京
都
へ
と
運
び
込
ま
れ

た
。
京
都
人
の
知
恵
で
芋
棒
を

は
じ
め
、
サ
バ
ズ
シ
、
ニ
シ
ン

そ
ば
な
ど
は
京
都
の
庶
民
の
胃

袋
を
満
た
し
た
。し
か
し
今
や
、

こ
れ
ら
は
京
都
固
有
の
名
物
食

と
し
て
集
客
力
を
発
揮
し
て
い

る
。

　
そ
こ
で
、
京
都
の
食
の
集
客

力
を
見
習
っ
て
か
、
全
国
の
食

材
の
産
地
で
も
食
の
祭
典
を
開

催
。
よ
っ
て
、
産
地
へ
と
出
掛

け
、
本
場
の
味
を
鱈
腹
食
う
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
む
べ
し
。

　
　
　（
梅
花
女
子
大
学
教
授
）

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
駐
在

大
使
が
交
代
。
新
大
使
の
鈴

鹿
大
使
と
会
っ
た
。
旧
知
の

間
柄
だ
が
、
親
し
く
な
っ
た

の
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国

技
と
う
た
わ
れ
る「
凧た

こ

揚
げ
」

が
縁
で
あ
る
。

　
外
務
省
中
東
２
課
の
皆
さ

ん
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大

使
館
が
主
催
す
る
凧
揚
げ
大

会
を
応
援
し
て
下
さ
っ
た
の

だ
。
東
京
都
内
で
は
容
易
に

凧
揚
げ
を
行
う
場
所
が
な

い
。
で
、
都
内
の
子
ど
も
た

ち
も
凧
揚
げ
経
験
が
な
い
。

私
の
と
こ
ろ
に
大
使
館
か
ら

相
談
が
あ
り
、
日
体
大
荏
原

高
の
野
球
場
を
紹
介
し
た
。

多
摩
川
の
河
川
敷
に
あ
る
の

で
好
都
合
、
私
の
家
内
が
先

頭
に
立
っ
て
４
年
前
か
ら
開

始
し
た
。

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
は
砂
漠
の
国
、

山
岳
の
国
で
あ
る
。
一
木
一

草
も
生
や
さ
な
い
苛
酷
な
風

土
の
砂
漠
、
樹
木
を
生
か
さ

な
い
岩
山
の
山
岳
群
、
私
た

ち
の
想
像
で
は
遠
く
及
ば
な

い
特
異
な
地
を
も
つ
国
だ
。

私
は
、
日
本
人
で
は
唯
一
、

国
立
カ
ブ
ー
ル
大
学
の
教
壇

に
立
っ
た
教
師
。
１
９
７
５

年
か
ら
３
年
間
、
か
の
国
で

体
育
学
と
レ
ス
リ
ン
グ
を
指

導
し
た
。

　
だ
か
ら
、
凧
揚
げ
大
会
に

協
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に

あ
り
、
フ
ァ
テ
ィ
ミ
駐
日
大

使
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。家
内
は
熱
心
で
、キ

ヤ
ノ
ン
、佐
藤
工
業
、城
南
信

用
金
庫
な
ど
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
九
段
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
物
心
両
面
の
協

力
を
得
て
、
毎
年
、
寒
風
の

中
、
多
く
の
人
た
ち
が
喜
々

と
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

　
嬉
し
い
こ
と
に
「
日
本
凧

の
会
」
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
長
崎
県
島
原
市
か
ら
珍

し
い
凧
が
贈
ら
れ
た
り
し

て
、
凧
揚
げ
ム
ー
ド
が
高
ま

る
ば
か
り
。
し
か
も
大
田
区

の
商
店
街
の
協
力
あ
り
、
日

体
大
荏
原
高
の
父
母
会
が
お

い
し
い
う
ど
ん
を
提
供
し
て

下
さ
っ
て
、
あ
た
か
も
町
お

こ
し
行
事
に
映
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
館

は
、
参
加
者
全
員
に
昼
食
と

し
て
ア
フ
ガ
ン
料
理
を
出
さ

れ
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
す
。
異
文
化
あ

り
、
共
通
の
文
化
あ
り
、
大

人
も
子
ど
も
も
寒
さ
を
忘
れ

て
天
を
仰
ぐ
光
景
は
微
笑
ま

し
い
。
文
字
ど
お
り
、
血
の

通
っ
た
国
際
交
流
と
い
え
よ

う
か
。

　
そ
も
そ
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
は
、
昔
は
凧
は
狼
煙

の
ろ
し

の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
糸
を
切
り
合

う
ゲ
ー
ム
へ
と
転
じ
た
ら
し

い
。
日
本
で
も
浜
松
を
は
じ

め
、
全
国
で
特
徴
あ
る
凧
が

存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
性

に
富
む
大
会
は
私
た
ち
の
も

の
で
は
と
自
負
し
て
い
る
。

　
日
本
に
は
、
国
連
加
盟
国

の
た
い
て
い
の
大
使
館
や
総

領
事
館
が
存
在
す
る
。
ど
の

国
に
も
、
独
自
の
お
も
し
ろ

い
遊
び
や
ゲ
ー
ム
が
あ
る
。

い
や
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
よ
う

に
市
民
音
楽
に
力
を
入
れ
る

国
も
あ
り
、多
様
性
に
富
む
。

　
こ
れ
ら
を
調
査
し
て
、
自

治
体
が
共
同
で
開
催
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す

る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
各
自

治
体
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
熱
心
だ
が
、
国
際
交
流
を

本
気
で
模
索
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
日
本
に
あ
る
各
国
の

在
外
公
館
と
交
流
す
る
こ
と

に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
始
め

て
は
ど
う
か
。

　
（
日
体
大
理
事
長
、
松
浪

健
四
郎
）
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総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
動
向
調
査
の
２

０
１
６
年
９
月
分
速
報
を
公

表
し
た
。
同
月
の
宿
泊
業
の

売
上
高
は
４
２
９
７
億
５
５

０
０
万
円
で
、
前
年
同
月
比

５
・
８
％
減
少
し
た
。
同
年

５
月
以
来
、
４
カ
月
ぶ
り
の

減
少
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体

は

兆
５
７
０
億
４
７
０
０

万
円
で
、
同
０
・
３
％
増
加

し
た
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

娯
楽
業
が
２
兆
３
９
８
２
億

５
８
０
０
万
円
で
、同

・
０

％
減
。
飲
食
店
が
１
兆
３
９

１
０
億
２
１
０
０
万
円
で
、

同
２
・
６
％
減
。
道
路
旅
客

運
送
業
が
２
７
５
２
億
１
千

万
円
で
、
同
２
・
８
％
増
。

　
９
の
産
業
大
分
類
別
で

は
、
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
」
「
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
「
運
輸

業
、
郵
便
業
」
の
３
業
種
が

減
少
。
「
情
報
通
信
業
」

「
不
動
産
業
、物
品
賃
貸
業
」

な
ど
６
業
種
が
増
加
し
た
。

「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
」
は
２
兆
１
８
０
億
５
０

０
万
円
で
、同
２
・
９
％
減
。

　
９
月
の
需
要
状
況
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
月
比
で
需
要
が
増

加
し
た
企
業
割
合
か
ら
減
少

し
た
企
業
割
合
を
引
い
た

値
）
は
、
宿
泊
業
が
マ
イ
ナ

ス

・
４
。
前
月
比

・
６

㌽
の
大
幅
減
で
、
２
カ
月
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
水
準
と
な
っ

た
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
マ

イ
ナ
ス
３
・
１
。
前
月
比
０

・
１
㌽
低
下
し
た
。

　
９
の
産
業
大
分
類
別
で

は
、４
業
種
が
プ
ラ
ス
水
準
、

５
業
種
が
マ
イ
ナ
ス
水
準
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
宿
泊

業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
は

マ
イ
ナ
ス

・
０
で
、
同
４

・
５
㌽
低
下
し
た
。

　
内
閣
府
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
２
０
１
６
年

月
の
景

気
動
向
指
数
（
Ｃ
Ｉ
、
２
０

１
０
年
＝
１
０
０
）
の
速
報

値
は
、
景
気
の
現
状
を
示
す

一
致
指
数
が
前
月
比
１
・
４

㌽
増
の
１
１
３
・
９
と
、
２

カ
月
連
続
で
上
昇
し
た
。
一

致
指
数
の
基
調
判
断
は
２
０

１
５
年
４
月
以
来
、

カ
月

ぶ
り
に
「
改
善
を
示
し
て
い

る
」
と
、
前
月
ま
で
の
「
足

踏
み
を
示
し
て
い
る
」
か
ら

判
断
を
上
方
修
正
し
た
。

　
耐
久
消
費
財
出
荷
指
数
、

鉱
工
業
用
生
産
財
出
荷
指

数
、商
業
販
売
額（
小
売
業
）

な
ど
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し

た
。
数
カ
月
先
の
景
気
を
示

す
先
行
指
数
は
同
１
・
０
㌽

増
の
１
０
１
・
０
。
２
カ
月

ぶ
り
に
上
昇
し
た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
中
小
企
業
の
２
０

１
７
年
の
景
況
見
通
し
に
関

す
る
調
査
を
行
っ
た
。
２
０

１
７
年
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

（
前
年
比
で
改
善
の
企
業
割

合
か
ら
悪
化
の
企
業
割
合
を

引
い
た
値
）
は
６
・
２
で
、

２
０
１
６
年
（
１
・
９
）
か

ら
４
・
３
㌽
上
昇
の
見
通
し

だ
。６
の
需
要
分
野
別
で
は
、

食
生
活
関
連
な
ど
４
分
野
で

上
昇
の
見
通
し
。
経
営
上
の

不
安
要
素
は
、
「
国
内
の
消

費
低
迷
、
販
売
不
振
」
が
高

い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

　

年
の
業
況
を
判
断
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
改
善
が


・
４
％
、
横
ば
い
が

・

１
％
、
悪
化
が

・
５
％
。

改
善
か
ら
悪
化
を
引
い
た
Ｄ

Ｉ
が
１
・
９
だ
っ
た
。

　
一
方
、
年
の
見
通
し
は
、

改
善
が

・
２
％
、
横
ば
い

が

・
７
％
、
悪
化
が

・

０
％
。
Ｄ
Ｉ
が
６
・
２
と
、


年
か
ら
４
・
３
㌽
上
昇
し

た
。
た
だ
、
改
善
と
回
答
し

た
割
合
は
４
・
２
㌽
低
下
。

悪
化
の
割
合
も
低
下
し
、
横

ば
い
の
割
合
の
み
が
上
昇
し

て
い
る
。

　
６
の
需
要
分
野
別
で
は
、

食
生
活
関
連
、乗
用
車
関
連
、

建
設
関
連
、
設
備
投
資
関
連

が
上
昇
、
家
電
関
連
、
衣
生

活
関
連
が
低
下
の
見
通
し
。

　
食
生
活
関
連
は

・
７
で
、

前
年
比
７
・
６
㌽
上
昇
。
６

分
野
で
最
も
高
い
Ｄ
Ｉ
値
を

示
し
て
い
る
。

　
乗
用
車
関
連
は

・
５
で
、

同
９
・
９
㌽
上
昇
。
建
設
関

連
は

・
３
で
、
同

・
１

㌽
上
昇
と
、
前
年
の
マ
イ
ナ

ス
水
準
か
ら
プ
ラ
ス
水
準
に

転
換
し
た
。
設
備
投
資
関
連

は
マ
イ
ナ
ス
２
・
０
で
、
同

９
・
０
㌽
上
昇
。
Ｄ
Ｉ
は
上

昇
し
た
も
の
の
、
２
年
連
続

で
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
。

　

年
に
向
け
て
の
経
営
上

の
不
安
要
素
を
三
つ
ま
で
の

複
数
回
答
で
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
国
内
の
消
費
低
迷
、

販
売
不
振
」が

・
５
％
と
、

最
も
高
い
割
合
を
示
し
た
。

以
下
は
、
「
人
材
の
不
足
、

育
成
難
」
（

・
６
％
）
、

「
原
材
料
価
格
、
燃
料
コ
ス

ト
の
高
騰
」（

・
４
％
）、

「
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る

輸
出
減
少
」（

・
３
％
）、

「
為
替
相
場
の
変
動
」
（


・
０
％
）
、
「
製
品
、
サ
ー

ビ
ス
価
格
の
低
下
」
（

・

１
％
）
―
な
ど
。

　
前
年
調
査
と
の
比
較
で

は
、「
国
内
の
消
費
低
迷
―
」

が
６
・
９
㌽
上
昇
、
「
人
材

の
不
足
―
」
が
５
・
４
㌽
低

下
、
「
原
材
料
価
格
―
」
が

０
・
３
㌽
低
下
し
た
。

　

年
に
経
営
基
盤
の
強
化

に
向
け
て
注
力
す
る
分
野

（
三
つ
ま
で
の
複
数
回
答
）

は
、
「
営
業
・
販
売
力
の
強

化
」が

・
３
％
と
ト
ッ
プ
。

以
下
は
「
人
材
の
確
保
・
育

成
」
（

・
５
％
）
、
「
販

売
価
格
引
き
上
げ
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
」
（

・
７
％
）
、

「
財
務
体
質
の
強
化
」
（


・
３
％
）
、
「
技
術
・
研
究

開
発
の
強
化
」（

・
８
％
）、

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
・

強
化
」
（

・
６
％
）
―
な

ど
。

　
調
査
は

月
中
旬
、
三
大

都
市
圏
の
同
公
庫
取
引
先
９

０
０
社
に
実
施
。
５
４
８
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
企
業
対
象
の

景
気
動
向
調
査
の

月
分
を

公
表
し
た
。
同
月
の
景
気
Ｄ

Ｉ
（
０
～
１
０
０
、

が
判

断
の
分
か
れ
目
）
は
前
月
比

０
・
８
㌽
増
の

・
１
と
、

３
カ
月
連
続
で
改
善
し
た
。

「
国
内
景
気
は
地
方
と
大
都

市
の
双
方
で
改
善
し
、
上
向

い
て
い
る
」
と
同
社
。
業
種

別
で
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
同

５
・
１
㌽
減
の

・
３
と
、

２
カ
月
ぶ
り
に
低
下
し
た
。

　

の
業
界
別
で
は
、
そ
の

他
を
除
く
９
業
界
で
改
善
し

た
。
こ
の
う
ち
不
動
産
、
金

融
、
卸
売
、
農
・
林
・
水
産

の
４
業
界
は
１
㌽
を
超
す
改

善
幅
と
な
っ
た
。
「
次
期
米

政
権
へ
の
期
待
な
ど
か
ら
米

国
金
利
が
上
昇
、
円
安
も
進

み
一
時
年
初
来
高
値
を
上
回

る
な
ど
株
価
が
続
伸
し
た
こ

と
が
、
一
部
の
企
業
へ
プ
ラ

ス
に
働
い
た
」
（
同
社
）
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
含
め
た

サ
ー
ビ
ス
は
同
０
・
１
㌽
増

の

・
２
。

　
地
域
別
で
は
、
全

地
域

が
２
カ
月
ぶ
り
に
そ
ろ
っ
て

改
善
し
た
。
地
方
で
は
住
宅

着
工
戸
数
が
増
加
、
首
都
圏

で
は
東
京
五
輪
や
再
開
発
事

業
が
活
発
に
動
く
な
ど
、
地

方
と
大
都
市
双
方
で
改
善
し

た
。
自
動
車
生
産
の
回
復
も

工
場
を
抱
え
る
地
域
で
改
善

要
因
と
な
っ
た
。

　
改
善
幅
が
最
も
大
き
か
っ

た
の
は
北
陸
の
１
・
７
㌽
増

（

・
８
）
。
Ｄ
Ｉ
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
九
州
の

・

７
（
１
・
１
㌽
増
）
。
北
陸

は
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｉ
が

地

域
中
、
最
大
の
改
善
幅
に
。

九
州
は
熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧
・
復
興
工
事
の
継
続
や
、

外
国
人
観
光
客
の
急
回
復
、

「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
が
好

材
料
と
な
っ
た
。

　
規
模
別
で
は
、
大
企
業
、

中
小
企
業
、
小
規
模
企
業
が

２
カ
月
ぶ
り
に
そ
ろ
っ
て
改

善
し
た
。

　
回
答
企
業
の
主
な
声
は
次

の
通
り
。

　
「
京
都
に
拠
点
を
置
い
て

い
る
た
め
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
ピ
ー
ク
に
入
り
連
日
人
が

多
く
、
今
年
は
外
国
人
の
割

合
が
い
っ
そ
う
増
え
た
」

（
現
在
、良
い
、米
菓
製
造
）。

　
「
宿
泊
は
順
調
に
売
り
上

げ
を
キ
ー
プ
で
き
て
い
る

が
、
宴
会
関
連
は
伸
び
が
悪

い
。
特
に
官
公
庁
関
連
が
売

り
上
げ
を
落
と
し
て
い
る
」

（
現
在
、ど
ち
ら
で
も
な
い
、

旅
館
）
。

　
「
観
光
入
域
者
数
が
前
年

を
上
回
る
状
態
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
影
響
で
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
波
及
効
果
が
み
ら

れ
、
ホ
テ
ル
の
新
規
進
出
計

画
も
あ
る
よ
う
だ
」
（
先
行

き
、
良
い
、
機
械
器
具
設
置

工
事
）
。

　
「
中
国
な
ど
訪
日
観
光
客

が
右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い

る
」
（
先
行
き
、
良
い
、
一

般
旅
行
）
。


